
ハ
リ
ヨ
っ
子

風
薫
る
五
月
。
既
に
田

植
え
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ

も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
▼

「
万
緑
の
中
や
吾
子
（
あ

こ
）
の
歯
生
え
初
（
そ
）
む

る
」（
中
村
草
田
男
）
あ
た

り
は
一
面
の
緑
。
そ
ん
な

中
、
我
が
子
の
歯
が
生
え

始
め
た
。
そ
ん
な
意
味
で

し
ょ
う
。
緑
の
中
の
白
と

の
対
比
と
、
草
木
の
生
命

力
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
我

が
子
の
成
長
を
喜
ん
で
い

る
句
だ
と
思
い
ま
す
▼
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
が
ま
だ
ま
だ
の

中
、
第
４
波
が
襲
い
か
か

っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
自

粛
が
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
で
も
ち
ょ
っ
と
外
へ

出
て
み
ま
し
ょ
う
。
南
宮

山
や
岩
手
の
菩
提
山
も
あ

り
ま
す
。
相
川
の
水
辺
公

園
の
葉
桜
も
い
い
で
す
ね

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
怖
い
と
こ
ろ
は
、
感
染

し
な
く
て
も
私
達
の
体
力

を
奪
い
、
心
を
蝕
む
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼

家
か
ら

分
歩
け
ば
、
麦

１０

や
早
苗
が
私
達
の
心
を
癒

や
し
て
く
れ
ま
す
。

表
佐
ま
ち
協
だ
よ
り

５・６月の行事・講座

がんばる表佐の子
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表佐まちづくり協議会
垂井町表佐1723-1
Tel・Fax22-1011
Mail:osakou@town
.tarui.lg.jp

広報部会

表
佐
剣
道
少
年
団

今年度 お世話になる皆さんです。
よろしくお願いします。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
中

こ
の
広
報
ち
さ
と
や
回
覧
文
書
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
行

事
や
講
座
は
も
ち
ろ
ん
、
小
中
学
校
の
行
事
・
お
弁
当
の
日

や
こ
ど
も
園
、
町
、
改
良
組
合
等
の
行
事
が
載
っ
て
い
る
「
表

佐
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
掲
載
中
！

（敬称略）

男性料理教室 肉まんなどの中華料理に挑戦

５月８日（土） 10:00～13:00 表佐まちセン

ちさと子ども教室 さつまいもの苗を植えよう

５月９日（日） 9:30～11:30 表佐小南畑

ちさと子ども教室 華道教室 きれいなお花を活けましょう

５月２２日（土） 9:30～11:30 表佐まちセン

いきいきふれあいサロン 笑いマジックの話術を楽しみましょう

５月２７日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン

行事・講座・教室名

実 施 日 時 間 場 所

ハリヨ・ほたる観賞会

６月 ５日（土） 18:00～21:00 ハリヨの里

園芸教室 夏野菜の管理、育て方のポイントを学びます。

６月 ６日（日） 13:30～15:30 表佐まちセン

寄せ植え教室 夏向きのお花で寄せ植えします。詳しくは回覧で。

６月１１日（金） 14:00～15:00 表佐まちセン

ちさと子ども教室 キンボール教室。大きなボールを使うよ

６月１２日（土） 9:30～11:30 表佐小体育館

ダンボールコンポスト講習会 エコノミーとエコロジーの両立

６月１４日（月） 13:30～14:30 表佐まちセン

ちさと子ども教室 とうもろこしの収穫。たくさんとれるかな？

６月１９日（土） 9:30～11:30 表佐小南畑

いきいきふれあいサロン 防災教室。災害時の行動を学びます

６月２４日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン

防災教室 避難所運営ゲーム(予定)

６月２７日（日） 13:30～15:00 表佐まちセン

新型コロナウィルスの感染状況によって、延期・縮小・中

止の場合があります。その場合には、回覧やホームページ

等でお知らせします。

地 区 自 治 会 長 体 育 推 進 員
青少年育成
協力推進員

圦の宮 長屋 茂喜 清水 靖士 富田 さと美 富田 浩司

習北 平墳 昌司 山田 和伸 山田 幸代 富田 末満

習中 服部 章 中西 信也 田中 啓子 三輪 敏照

習南 富田 永一 富田 浩生 橋本 知恵 岡田 祐二

福寿 渡辺 浩二 富田好紀 森本 薫 高橋勇雄

共栄 宮野 和芳 田原 勇二 喜多村 千鶴 小野 潔

大興 生田 賢英 多和田 賢 山田 裕美 椙山 康彦

三共 多和田一郎 多和田 正宏 中嶋 敦子 北島幸男

大門 田中 康夫 皆川 和士 岩田 亜哉 近藤 一臣

勝一色 桑原 英喜 多和田 靖 坂口 明子 富田 憲康

親和 髙木 芳美 中嶋 裕也 浅井 真由美 富田 聡子

在原 藤墳 守 高木 雄二 藤墳 恭子 江崎 修

若宮 髙木 末光 川合 樹志 高木 佳代子 髙木 義勝

天王 藤墳 隆 川瀬 結 清水 美香 清水 敏則

東和 藤井 茂 小川 靖博 若山 未理 広瀬 英俊

昭和 廣瀨 伸博 廣瀬 孝恭 縄田 悦子 江﨑 啓之

朝日 松野 義一 藤田 善光 鈴木 みどり 畑 恵三

新町 若山 雅明 栗田 峰男 山田 百合子 後藤 杏奈

（員長）

（員長）

（副員長）

（書記）

（会計）

（監事）

（副員長）

（副員長）

（書記）

（会計）

（会長）

（副会長）

（監事）

（監事）

上記の他、表佐を支えていただいている表佐まちづくり協議会への参画団体

を紹介します。

表佐小学校・ＰＴＡ 表佐こども園・保護者会 不破中学校・ＰＴＡ 表佐駐

在所 消防表佐分団 表佐寿会 子供会育成会 民生・児童委員 スポーツ推

進員 スポーツ少年団（剣道、野球） 交通安全表佐支部 表佐商工会 農事

改良組合 表佐アグリ 表佐地区推進会議 ささえあい連絡会 廃棄物減量

等推進員会 表佐太鼓踊り保存会 ちさと子ども教室 福祉推進員会 地域

防犯推進員会 ハリヨ・ほたるを育てる会 ＪＡ表佐支店 町会議員 遺族会

（順不同）

３
月

日(

日)

、
今
須
体
育

２８

館
に
お
い
て
、
今
須･

関
ヶ
原
少

年
団
と
と
も
に
試
合
稽
古
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

他
の
少
年
団
の
先
生
方
に
稽

古
を
し
て
い
た
だ
き
、
普
段
と

は
違
う
稽
古
内
容
に
最
初
は
少

し
戸
惑
い
気
味
で
し
た
が
、
最

後
ま
で
や
り
き
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
の
試
合
も
公

式
で
は
な
い
も
の
の
、
久
し
ぶ

り
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
達
は

少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
。

思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
悔
し
い
思
い
を

し
た
り
、
勝
っ
て
喜
ん
だ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
か
ら
泣
い
て
し
ま
う
子
が
続
出

で
し
た
が
、
こ
の
日
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ

た
こ
と
を
今
後
の
稽
古
に
生
か
せ
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
よ
り
新
チ
ー
ム
と
な
り

ま
す
。
ど
ん
な
チ
ー
ム
に
な
る
の
か
楽

し
み
で
す
。

防
災
コ
ー
ナ
ー

避
難
所
で
使
わ
れ
る
パ

ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
）
が
、
表
佐
小
学
校

に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
避
難
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
や
感
染
症

対
策
に
役
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
設
置
が
非
常
に
簡
単

で
、
避
難
所
開
設
の
た
め
の

時
間
も
短
縮
さ
れ
ま
す
。

幅
・
長
さ
・
高
さ
各
２
ｍ

（
横
だ
け
高
さ
が

ｍ
）
、

１．８

広
さ
は
４
㎡
で
、
畳
２
枚
よ

り
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
親
子

避
難
所
用

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

表
佐
小
に
配
備
！

３
人
に
は
十
分
な
ス
ペ
ー
ス

だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
天
井

部
分
は
吹
き
抜
け
の
た
め
、

横
に
な
っ
て
も
圧
迫
感
は
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
が
現
在

張
り
配
備

７８

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に

追
加
し
て
配
備
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

現
在
表
佐
地
区
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
で
展
示
中
で

す
。
一
度
実
物
を
見
て
く
だ

さ
い
。

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｓ
Ａ

まち協ホームペ

ージへのアクセ

スはこちらの

ＱＲコードから

５・６月の休館日

５月 １日（土）

～

５日（水）
１１日（火）
１８日（火）
２５日（火）

６月 １日（火）
８日（火）

１５日（火）
２２日（火）
２９日（火）



令和３年度 表佐まちづくり協議会事業計画

はじめに：ウィズコロナ社会でのまちづくり

表佐まちづくり協議会設立趣意に「みんなが主役の共生のまちづくりを進め、人と人とのつな

がりや助け合いといった、心の豊かさを再生させる新しい社会を作り上げていく」とあります。

しかし昨年来より発生した新型コロナウイルスによって、豊かな絆を結び合う愛着と誇りを持て

るまちづくりを目指す事業は、軒並み中止せざるを得なくなっております。正に断腸の思いであ

りました。

新型コロナウイルスは人への感染だけでなく、３密（密閉、密集、密接）を避ける、ソーシャル

ディスタンス（社会距離）をとる、ステイホーム（自宅にいる）、ロックダウン（都市封鎖）など

の言葉に象徴されるように、人と人のネットワークを分断し、社会のいろいろなものを機能不全

に陥らせる感染力を持っていると言っても過言ではありません。しかも簡単に終息しそうになく

沈静化の出口が見えません。コロナ禍で社会の新しい枠組み・構造が再構築され、人や物の動き

が変わっていく可能性があります。言い換えればウィズコロナ（新型コロナウイルスとの共存・

共生）の社会が続くことになります。

そのような中でまちづくりも新しい形をデザインしていく必要があります。それは「従来の形

式にこだわらず、工夫してコロナ対策をして実施する」という、言わば肯定的・積極的な姿勢で

コロナ禍を乗り越えてゆくことに他なりません。新型コロナウイルスで一端縮小したまちづくり

協議会の事業（行事）を復活するには、大きなエネルギーと発想の転換、そして何よりも地域の

皆さんの情熱とご支援が必須です。

今後ワクチンの接種も進んでゆくと思われますので、まちづくり協議会やその事業内容も、繋

がりと交流の中で「信頼関係」を可視化してまちづくりを推進してまいります。令和３年度の表

佐まちづくり協議会は、「ウイズコロナ社会でのまちづくりを推進する」として、あらゆることに

チャレンジしてゆくことを基本方針とします。

地区民の皆様の一層のご協力とご支援をお願い申し上げます。

【ウイズコロナ社会での指針】

１ 感染予防策を講じて実施する

２ 電話やメールでの状況確認をする

３ 様々なツールで、つながりを保つ

４ 様々な手段で情報を発信する

５ ユニークな取組みをする

６ 役員や代議員及びスタッフやボランティアへの配慮をする

（活動方針、事業計画概要については、ホームページにも掲載しておりますので、そちらもご覧

ください。なお、従来実施しておりました「ソフトボール大会」については開催を見送ることと

し、代替事業を検討してまいります。また「地区町民体育祭」については表佐小学校との合同開

催を予定しております。）

生涯学習事業 地域ふれあい事業 協働のまちづくり推進事業

事

業

目

的

生涯学習推進のために各種講座を開催

し、住民の学習機会の拡大や充実、生

活の向上、能力の向上を目的とする。

歴史・文化の保存継承及び発展に関わ

る事業や、体育事業や交流事業を通じ

、地域の絆を深め、ふれあいの場を提

供する。

各種広報活動や防災・防犯、環境美化など、

誰もが住みたいまちづくりを模索し、地域の

発展を目的とする。

具

体

的

な

事

業

教養講座事業

・文化教養教室

一般講座事業

・園芸教室 ・寄せ植え教室

・剪定教室 ・陶芸教室

・手芸教室 ・男性料理教室

スポーツ教室

・キンボール

健康づくり事業

・認知症対策教室

安全対策事業

・防犯教室 ・交通安全教室

ちさと子ども教室事業

・実行委員により年１７回程度の教室

を開催

特別講座事業

・防災講演 ・文化講演

・地域文化財紹介

地域福祉推進事業

・ふれあいサロンの支援

・地域福祉推進員研修支援

青少年健全育成事業

・青少年健全育成地区民大会

・青少年非行防止パトロール

・ラジオ体操の集い＋１

・三世代親子なかよし祭り

地域体育事業

・地区町民体育祭

・スポレク大会

地域にぎわいづくり事業

・盆踊り大会 ・文化祭

・子どもみこし

地域伝統文化継承事業（協賛）

・表佐太鼓踊り ・表佐祭り

防犯・安全対策事業

・地域見守り隊

・地域防犯パトロール

・地域交通安全

防災対策事業

・防災ネットワークＯＳＡ活動

（提案型協働事業）

環境美化・景観維持事業

・美化デー、中川美化運動

・ほたるの里づくり

・ハリヨ・ほたる鑑賞会

・ダンボールコンポスト

子育て・高齢者支援事業

・センター利用度向上策

・ふれあいキッズ

・高齢者ネットワーク

広報・情報発信事業

・広報紙「ちさと」発行

・まちづくり協議会ＨＰ充実

・各団体の活動が十分に目的達成できるよう連絡調整、支援をします。

・ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理解と実践に取り組みます。

・その他地区事業として効果的な事業を推進します。

令和３年度 表佐まちづくり協議会予算
収入 単位：千円

項 目
令和３年度 前年度

比較 備 考
予算額 予算額

交 付 金 2,299 2,299 0 町交付金

補 助 金 744 743 1 各種団体活動・提案型事業補助金

助 成 金 280 280 0 連合自治会助成金

寄 付 金 9 9 0 協賛寄付金

繰 越 金 200 62 138 前年度繰越金

雑 収 入 7 7 0 コピー機使用料

合 計 3,539 3,400 139

支出 単位：千円

項 目
令和３年度 前年度

比較 備 考
予算額 予算額

運 営 費 1,190 1,068 122 報酬、消耗品、備品、修繕、保険料等

生涯学習事業費 425 425 0 園芸教室等各種講座･教室開催費

ふれあい事業費 878 878 0 体育祭、文化祭、盆踊り開催費等

まちづくり事業費 161 161 0 環境保全活動、防犯・安全、広報ちさと等

提案型協働事業費 194 200 △ 6 防災意識向上、体制構築等

各種団体活動費 683 663 20 青少年育成、体育推進、子ども教室等

予 備 費 8 5 3

合 計 3,539 3,400 139

支出予算は流用することができる。

令和３年度 表佐まちづくり協議会事業計画概要

持続可能な開発目標 ＳＤＧｓ

相川左岸堤地蔵院から北の遊歩
道に咲き誇る枝垂れ桜。十数年
前に、草木を愛し、地域を愛する
人により植えられ、大切に育て
られ、近年は立派な花を咲かせ
るようになりました。
花の時期は終わりましたが、薫
風香るなか、散歩をしてはいか
がですか。

防災研修会 青少年標語取付 男性料理教室 ほたるの里づくり


